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特集

先日たまたま，何十年ぶりかで？　テニスラケッ
トをにぎりました。思ったより体が覚えている部
分があるような気がして楽しめたのが，次の行動
をうながします。もちろん動画検索です。お宝動
画もたくさん発見し，自分のブランクがあっただ
けに，よりどりみどりです。試合だけではなく，
面白いのが元有名選手のコーチ動画です。解説を
自分なりに解釈して，動きの想像をするだけなの
ですが，何度も頷かされます。実際にそれができ
るわけではないのは承知のうえ。きっと動きと結
びついた「表現」にしっくりくるのが楽しいので
す。このあたり，言葉が仲介する感覚は，次号「身
体診察」で大事かもしれない，などと思いながら
…。さて連載「病棟医療革命 telemedicine」は，
ひとまず 3回の連載が終了しました。いかに定着
していくのか。ちょっとした tips も興味深いで
す。今後続編も検討中です。「不整脈」号の表紙は
２号そろって野球。次号はテニス，にするかどう
かは未定です。
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第1章 フィジカルアセスメント総論
第2章 通しの全身診察の型
［コラム1］ カルテ記載の仕方
［コラム2］ 第一印象の把握
第3章 頸静脈の診察，末梢動脈の診察
第4章 頭頸部の診察
第5章 呼吸の診察
第6章 心音の診察
第7章 腹部の診察
［コラム3］ LR
第8章 膝，肩の診察

第9章 手の診察
第10章 腎・泌尿器の診察
第11章 リンパ節の診察
第12章 神経系の診察
［コラム4］ 認知症疑いの診察
［コラム5］ 女性器の診察（乳房，pelvic 

exam，女性の会陰部）
［コラム6］ 歩行
［コラム7］まれだが重要な身体所見
第13章 フォーカス不明の発熱
第14章 体重減少・全身倦怠感

「身体診察」はあらゆる医療診療において必要不可欠な要素です。し
かしながら，日本の医療においては，身体診察は，現在「市民権」を
失いつつあるかもしれません。
・電子カルテ内のデータのみを見て，患者を触らずに診療する
・初期／後期研修医トレーニングにおいても，身体診察はおざなりに
されたまま修了してしまっている

というような状況が散見されます。また，コロナ禍のPPEを着用して
の診療や，疑似症扱いとしての診療など，昨今の事情が，ますますこ
の流れを後押ししているかもしれません。
「忙しくて身体診察ができない」ではなく，むしろ「的確な，的を絞っ
た，スピーディーな身体診察」が迅速な評価・介入のために必要不可
欠です。「身体診察のプロ」たちは，基本ができたうえで詳細な所見を
とっていることを忘れてはなりません。まずは迅速に行える簡潔な基
本を体得してから詳細なものを積み上げていくべきです。
簡潔に，迅速に，身体診察をとれるようになれば，時代の流れを変

えていけると信じています。本特集では，これ1冊を通読することで，
基本を押さえることができ，最もHigh Yieldな身体診察項目を網羅し，
読者が明日から自信をもって患者のためになる身体診察ができるよう
になることを目標とします。
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